
海の公園海水浴場における新型コロナウイルス感染症拡大防止対策について（令和４年度） 

海の公園指定管理者 （公財）横浜市緑の協会 

 

１ 令和４年度における海水浴場開設にあたっての基本的な考え方 

海の公園では、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、海浜エリアを含む公園区域内において、

利用者や管理者等が実施すべき内容を定めた「横浜市のガイドライン」に基づく感染症拡大防止対策

（以下、感染症対策）に日常より取り組んでいます。令和４年度の海の公園海水浴場開設にあたって

は、海水浴利用者の集中が懸念されることから、日常の取組に加え、海水浴場における感染症対策の

取組方について取りまとめ、関係者でこれを共有し徹底することで、安全安心な運営を図っていきま

す。 

 

２ 海水浴場での取組について 

（１） 海浜利用者のための感染症対策 

  ア 園内放送 

園内放送により、海水浴場利用者に対し、体調の悪い方は利用を控えていただき、海浜では身

体的距離（２ｍ以上目安）を確保するよう呼びかけます。また、マスクは近い距離で会話をする

ような場合には着用を推奨しますが、熱中症のリスクがあるため、マスクを着用する必要がない

場面では、マスクを外すことを呼びかけます。 

放送は、休日や混雑日には 1 時間に 1 回程度、その他の日は随時行います。放送内容は管理セ

ンターで作成し、放送を行う休憩所案内スタッフと共有します。 

イ 看板・ポスター 

海水浴の際にご協力いただきたい感染症対策について園内利用者の目に留まるよう、啓発用看

板・ポスターを園内各所に設置しています。 

ウ 巡回等による声掛け 

スタッフによる日常の園内巡回やライフセーバーによる海水浴場監視に合わせ、必要に応じ感

染症対策への協力の声掛けを行います。 

エ ホームページ 

海の公園ホームページの海水浴場のページに、実施している感染症対策を掲載し、来園前に取

組を理解してもらえるよう周知を図ります。 

オ 関係事業者との連携 

横浜シーサイドライン、横浜金沢観光協会等が海の公園海水浴場の広報を行う際に、海の公園

海水浴場で実施する感染症対策の掲載をご協力いただきます。 

 

（２） 監視所の感染症対策 

ライフセーバーが行う監視救助活動とライフセーバー自身の感染症対策については、「JLA 新型

コロナウイルス感染症に対するライフセーバーの水浴場監視救護活動ガイドライン 2022」に基づ

くマニュアルを別に定め取組を徹底します。 

 



（３） 大型テント、無料更衣所・シャワー室の感染症対策 

  ア 大型テント 

熱中症対策のため設置する大型テントは、利用者が密集する恐れがあるため、利用の際は十分

に他の方との距離を取り、近くで会話する場合にはマスク着用を呼び掛ける看板を設置します。

それでも密集が見られる場合には運無い放送を活用するとともに、スタッフによる声掛けを行い

解消に努めます。 

イ 無料更衣所・シャワー室 

シャワー室を併設した無料更衣所は、換気を十分に行い、密集にならないよう入室者数制限を

行います。また、室内で会話を行う時や、他者との距離を確保できないような場合にはマスク着

用をお願いすることとし、ポスターを掲示します。施設に配置するスタッフが必要に応じ声掛け

を行います。施設外で順番待ちが生じる場合には、なぎさ広場管理棟更衣室や足洗い場を案内し

解消に努めます。また、スタッフも着任前の体調チェックやマスクの着用、手洗い・手指消毒を

徹底します。 

 

（４） 売店等の感染症対策 

海とのふれあいセンター、柴口・南口休憩所、磯浜バーベキューセンターの各売店では、スタ

ッフのマスク着用、手洗い・手指消毒を徹底するとともに、アクリル板での遮蔽、会計や入店待

ちの整列を示す床面表示、店内換気等を行います。また、隣接する休憩スペースにおいても感染

症対策を徹底するとともに、貼紙等でマスク飲食のご協力を働きかけます。また、スタッフも着

任前の体調チェックやマスクの着用、手洗い・手指消毒を徹底します。 

 

３ 公園全体での取組について 

（１） 公園利用者のための感染症対策 

  ア 園内放送 

園内放送により来園者に様々な感染症対策の協力をお願いします。放送は、休日や混雑日には

1 時間に 1 回程度、その他の日は随時行います。放送内容は管理センターで作成し、放送を行う

休憩所案内スタッフと共有します。 

イ 看板・ポスター 

園内でご協力いただきたい感染症対策について園内利用者の目に留まるよう、啓発用看板・ポ

スターを園内各所に設置しています。 

ウ ホームページ 

海の公園ホームページに、園内で実施している感染症対策を掲載し、来園前に取組を理解して

もらえるよう周知を図ります。 

エ 消毒液と換気 

園内の屋内施設入口にはポンプ式の消毒液を設置するとともに、室内はできる限り窓を開放す

るなど換気に努めます。 

オ 手洗い用の石鹸 

トイレの手洗い所には、固形石鹸を配置します。 



カ 待機者の整列表示 

足洗い場やトイレ等には、利用待機者が一定の距離で並ぶ整列表示を床面に貼付します。 

 

（２） 公園スタッフの感染症対策 

指定管理者や委託業者等のスタッフは、毎朝、朝礼時等に検温及び体調チェックを行うなど体調

管理を行い、マスクの着用や手洗い・手指消毒等の感染症対策の実施を徹底します。 

 

４ 海水浴場の混雑状況と遊泳条件のリアルタイム配信 

（１） 概要 

 公益財団法人日本ライフセービング協会が提供する、海水浴場のリアルタイムの混雑状況、遊

泳条件をホームページで発信できるシステムを、今年度海の公園海水浴場で導入します。来場予

定者に場内の最新情報を提供することで、混雑時や遊泳禁止下で来場を控えてもらうなど、密集

回避や安全運営につなげます。 

（２） 参照できるホームページ 

 海の公園海水浴場ホームページ、横浜金沢観光協会ホームページ（等予定） 

（３） 掲載期間 

 海の公園海水浴場開設期間 令和４年７月９日（土）～８月 31 日（水） 

 

 


